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11 田代将人，泉川公一：アスペルギルス感染症．呼吸と循環 62: 886-892, 2014     

 

12 田代将人：高脂血症治療薬スタチンの予期せぬ作用．検査と技術 42: 824-826, 2014     

 



13 井手昇太郎，泉川公一，河野 茂：肺真菌症の診断・治療におけるピットフォール クリプトコックス症：治療の

実際とピットフォール．呼吸器内科 25: 20-27, 2014     

 

14 松瀬厚人，福島千鶴，河野 茂. 特集【喘息診療最前線】真菌と重症喘息 Mebio 31 １月号: 74-80, 2014 

    

15 井手昇太郎，今村圭文，河野茂：高齢者の呼吸器疾患−若年・高齢者発症との違い− 肺炎．日本胸部臨床 73: 925-937, 

2014     

 

16 平野勝治，泉川公一，河野 茂：クリニカルトピックス 抗真菌薬(前編)．BIO Clinica 29: 93-96, 2014  

   

17 平野勝治，泉川公一，河野 茂：クリニカルトピックス 抗真菌薬(後編)．BIO Clinica 29: 91-95, 2014  

   

18 松瀬厚人，河野 茂. 今月のテーマ 【アレルギー疾患の実地診療】感染症による喘息増悪への対応 Medical 

Practice 31: 291-294, 2014     

 

19 武田和明，泉川公一，河野 茂：深在性真菌症を学ぶ アスペルギルス症．臨床検査 58: 81-89, 2014  

   

20 平山達朗, 宮崎泰可, 河野 茂：抗真菌薬選択のポイント－使い方と注意点 ポリエン系抗真菌薬．小児内科 46: 

1803-1806, 2014.     

 

21 松瀬厚人，河野 茂. 今月のテーマ 【COPD 著しく進歩したこれからの実地診療の実際】インフルエンザワクチ

ン，肺炎球菌ワクチンの重要さ Medical Practice 31: 656-657, 2014     

 

22 土田朋子，松瀬厚人. 【専門医のためのアレルギー学講座】妊娠とアレルギー疾患 4．妊娠と気管支喘息 アレル

ギー 63: 155-162, 2014     

23 石松祐二. 「すべての臨床医が知っておくべき薬剤性肺障害」（症例から見る）薬剤ごとの多彩な特徴 OTC およ

び漢方薬. Mebio 31 12 月号: 46-51, 2014     

 

24 角川智之. 「Current topics from major journals」重症呼吸窮迫症候群における腹臥位. 日本胸部臨床 73:116, 2014 

    

25 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 1回 卒煙事始(そつえんことはじめ)-喫煙

治療学のススメ-.」Mebio 31 3月号: 112-121, 2014     

 

26 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 2回 禁煙を阻む真の敵とは? -Don't be an 

Enabler!!-」Mebio 31 4月号: 96-102, 2014     

 

27 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 3回 "条件付き"保険適応の高い壁(1) -重

病ってどのくらい?-」Mebio 31 5月号: 108-114, 2014     

 

28 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 4回 "条件付き"保険適応の高い壁(2) -高

校生がやってきた!-」Mebio 31 6月号: 78-83, 2014     

 

29 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 5回 回 最後に吸ったのはいつ? -Yesか

Noかで終わらせない-」Mebio 31 7月号: 82-88, 2014     

 

30 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 6回 未成年の喫煙問題(1) -喫煙天国日本

におけるオトナノカイダン? -」Mebio 31 8月号: 86-95, 2014     

 

31 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 7回 未成年の喫煙問題 (2) -喫煙業界に

狙われている子供たち-」Mebio 31 9月号: 106-115, 2014     

 

32 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 8回 未成年の喫煙問題 (3) -親から子へ

の負の連鎖-」Mebio 31 10月号: 72-83, 2014     

 

33 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 9回 受動喫煙問題 (1) -身近に潜むケミ



カルテロ-」Mebio 31 11月号: 82-90, 2014     

 

34 河野哲也: かわの先生のタバコ談義 タバコ憎んで喫煙者を憎まず! 「第 10回 受動喫煙問題 (2) -「分煙」という

名の都市伝説-」Mebio 31 12月号: 66-78, 2014     

      

B-c  

1 宮崎泰可：Ⅰ部ガイドラインオーバービュー 4.日本医真菌学会のガイドライン（竹末芳生，三鴨廣繁（編）：侵襲

性カンジダ症，医学ジャーナル社，大阪，pp.32-36 所収）2014     

 

2 宮崎泰可：抗菌薬（レジデントのための呼吸器診療マニュアル第二版，医学書院，東京，pp.268-280 所収）2014 

    

3 中村茂樹：インフルエンザを疑うとき（レジデントのための呼吸器診療マニュアル第二版，医学書院，東京，pp.51-58

所収）2014     

 

4 中村茂樹：呼吸器内科医への留学のすすめ アメリカ単身留学（呼吸と循環，医学書院，東京，pp.713-716 所収）

2014     

5 髙園貴弘, 泉川公一, 河野 茂：感染症関連ガイドラインと使用上の注意 真菌症（神経感染症を究める，中山書店，

東京，pp.334-338 所収）2014     

 

6 髙園貴弘, 泉川公一, 河野 茂：肺アスペルギルス症（臨床雑誌内科 内科疾患最新の治療 明日への指針，南江堂，

東京，pp.1007-1009 所収）2014     

 

7 武田和明，今村圭文，河野 茂：1．呼吸器感染症 市中肺炎（細菌性肺炎を中心に）（呼吸器疾患診療最新ガイド

ライン，総合医学社，東京，pp.21-26 所収）2014     

 

8 小畑陽子, 西野友哉 : 補助療法・支持療法 CQ23～CQ30 (松尾清一 監修, 厚生労働省難治性疾患克服研究事業進行

性腎障害に関する調査研究班 編集 : エビデンスに基づくネフローゼ症候群診療ガイドライン 2014, 東京医学社, 東京, 

pp. 53-64 所収) 2014     

 

9 吉田將孝，泉川公一，河野 茂：6.呼吸器科・慢性呼吸器疾患（亀井克彦（編）：目で見る真菌と真菌症，医学ジャ

ーナル社，大阪，pp.94-108 所収）2014     

 

10 石松祐二：マクロライド長期療法（レジデントのための呼吸器診療マニュアル第二版，医学書院，東京，pp.286-291

所収）2014     

 

11 松瀬厚人：慢性の咳をみたら（レジデントのための呼吸器診療マニュアル第二版，医学書院，東京，pp.133-138 所

収）2014     

 

12 松瀬厚人： 呼吸ケアチーム (respiratory care team)（レジデントのための呼吸器診療マニュアル第二版，医学書院，

東京，pp.188-192 所収）2014     

 

13 河野哲也：気管支拡張薬/抗炎症薬（レジデントのための呼吸器診療マニュアル第二版，医学書院，東京，pp.281-285

所収）2014     

 

14 土田朋子： 妊婦の呼吸器疾患を診療するときの注意（レジデントのための呼吸器診療マニュアル第二版，医学書院，

東京，pp.177-180 所収）2014     

 

15 角川智之：Sjögren 症候群（久保惠嗣，藤田次郎（編）：間質性肺疾患診療マニュアル改訂第 2 版, 南江堂，東京，

pp.292-295 所収）2014     

      

B-d  

1 河野 茂，宮崎義継，三鴨廣繁，谷口修一，渋谷和俊，槇村浩一，比留間政太郎，望月 隆，亀井克彦，川上和義，

宮崎泰可，山越 智，掛屋 弘：真菌感染症の病態解明及び検査・治療法の確立とサーベイランスに関する研究 厚生

労働科学研究費補助金 新型インフルエンサ等新興・再興感染症研究事業 平成 25 年度 総括・分担研究年度終了報告

書 河野茂担当分：p１−４，宮崎泰可担当分：p.61−66, 2014     



      

B-e 

1 井生久美子, 小畑陽子，西野友哉, 北村峰昭，阿部伸一, 南 香名，小路武彦，河野 茂 : Dahl salt-sensitive rat の腎

硬化症におけるヒストン修飾の関与. 日本腎臓学会誌 56: 304, 2014     

 

2 阿部伸一, 西野友哉, 小畑陽子, 南 香名，井生久美子, 廣瀬弥幸, 山下 裕, 浦松 正, 尾池雄一, 河野 茂 : 腹膜透

析患者における Angiopoietin-like protein 2 の検討. 日本腎臓学会誌 56: 505, 2014     

 

3 阿部伸一, 西野友哉, 小畑陽子, 井生久美子, 南 香名，小路武彦, 河野 茂：マウス腹膜線維症モデルにおけるコン

ドロイチン硫酸の腹膜線維化抑制効果の検討. 日本透析医学会雑誌 47(Suppl.1): 505, 2014     

 

4 森永裕士, 杉山 斉，伊藤恭彦，鶴屋和彦，吉田寿子，丸山弘樹，後藤 眞，西野友哉, 寺脇博之, 中山昌明，中元秀

友，松尾清一，槇野博史：PD の Withdrawal/Mortality に関するアウトカム研究～PDR-CS の結果から～. 日本透析医学会

雑誌 47(Suppl.1): 588, 2014     

 

5 梅根隆介, 西野友哉, 久原拓哉，北村峰昭，北村里子，山下 裕，廣瀬弥幸，浦松 正，小畑陽子, 錦戸雅春, 河野 茂：

Mitomycin C による血栓性微小血管障害症をきたした一例. 日本透析医学会雑誌 47(Suppl.1): 747, 2014   

  

6 川口祐輝, 佐々木 修, 前田千恵，河津多代，牧山純也，吉田真一郎，西野友哉，河野 茂：血液透析により早期に急

性腎不全を離脱した，発作性夜間血色素尿症の長期罹患症例. 日本透析医学会雑誌 47(Suppl.1): 810, 2014  

   

7 井生久美子, 西野友哉, 小畑陽子, 阿部伸一, 南 香名，小路武彦, 河野 茂：マウス腹膜線維症モデルにおける SAHA

の線維化抑制効果. 日本透析医学会雑誌 47(Suppl.1): 819, 2014     

 

8 藤岡真知子，西野友哉，辻 清和，牟田久美子，川﨑智子，廣瀬弥幸，浦松 正，小畑陽子，田口 尚，河野 茂：

腎生検が活動性評価に有用であった ANCA 関連血管炎の一例. 日本腎臓学会誌 56:686, 2014     

 

9 梅根隆介, 西野友哉, 久原拓哉，北村峰昭，森 篤史，北村里子，廣瀬弥幸，浦松 正，小畑陽子, 錦戸雅春, 田口 

尚，河野 茂：Mitomycin C による溶血性尿毒症症候群をきたした一例. 日本腎臓学会誌 56:689, 2014   

  

10 荒木 萌，徳山鮎子，鳥越健太，新井英之，村谷良昭，中島正洋，田口 尚，西野友哉，河野 茂：微少変化型ネ

フローゼ症候群に右卵巣静脈血栓症を合併した一例. 日本腎臓学会誌 56:693, 2014     

 

11 崎村直史, 西野友哉, 上野茉央，牟田久美子，川﨑智子，廣瀬弥幸，浦松 正，小畑陽子,田口 尚，河野 茂：原

因検索に苦慮した急性肉芽腫性尿細管間質性腎炎の一例. 日本腎臓学会誌 56:697, 2014     

 

12 平 光寿，前田千恵，川口祐輝, 山下 裕, 河津多代，牧山純也，吉田真一郎，田口 尚，西野友哉，河野 茂：

自己免疫性溶血性貧血を合併し IgG4 高値を認めた膜性腎症の一例.  日本腎臓学会誌 56:715, 2014   

  

13 秋山郁人，上野茉央，前川明洋，中沢将之，清水俊匡，高原 靖，早田 宏，西野友哉，江口勝美，河野 茂：原

因不明の著明な乳酸アシドーシスを呈した一例.  日本腎臓学会誌 56:721, 2014     

 

14 大山かほり，上野茉央，前川明洋，中沢将之，東島 愛，岩崎啓介，早田 宏，西野友哉，田口 尚，江口勝美，

河野 茂：妊娠を契機に発見された髄質嚢胞性腎疾患（MCKD）疑いの一例.  日本腎臓学会誌 56:731, 2014 

    

 



研究業績集計表 教室等名：302 内科学第二

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2014 48 3 0 0 0 51 43 10 16 7 1 13 47 98

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2014 0 1 28 29 2 8 100 110 139

論文総数に係る教員生産係数一覧

2014

Impact factor 値一覧

2014

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

2.325

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

B-bA-b

0.52 3.643 0.843 3.071

99.993 7.142  


